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調和理論」（Incongruity theory）を取り入れた Raskin （1985）の「スクリプ
ト意味論的ユーモア理論」 （Semantic Script Th eory of Humor、以下 SSTH
と略す1を、日本語におけるコンピュータコミュニケーション（Computer-
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コンピュータ上で日本語文章を作成する場合、Microsoft IME （Input 












































































































































（107）  A text can be characterized as a single-joke-carrying text if both of the 
conditions in （108） are satisﬁ ed. 
（108） （i） Th e text is compatible, fully or in part, with two diﬀ erent scripts 
 （ii）  Th e two scripts with which the text is compatible are oppo-
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site . . . （1985: 99）
ここで用いられている “script” とは、認知言語学の用語で、Fillmore （1976）
の論じている “frame”と呼ばれる語彙理解の際の日常的背景知識と同様の
概念を指し、ほかにも Schema, Scenarioなど類似の概念があり Brown and 


































の要件をすべて満たしている。Raskin （1985: 107–114） のスクリプト対立
に関する記述に基づくと、（1） a–bから（4） a–bに見られるスクリプト対立









































































（7） c  写真展のチラシを作っていたら、ご協力者の肩書がこんなこと


















































































（8）  a 正しいお名前を御記入ください。
 b 正しいお名前を誤記入ください。









 c  先方との会議記録です。内容に一部納得がいかない部分があった
のですが、役員に確認し問題ないことをメールしたところ、私の
気分にあった誤変換になってしまいました。
（11）  a 多角化し過ぎだから
 b 高く貸しすぎだから



















（12）  a うちの子は耳下腺炎でした。
 b うちの子は時価千円でした。















（13）  a 今日、やっと髪切ったさー！！
 b 今日、やっと噛み切ったさー！！
 c  先日、離れて住んでいる妹に送ったメールです。寝る前に布団の
中で打っていたので半分寝ながら打っていました。翌朝、妹から
の返信メールを見てビックリ！！「一体何を噛み切ったの？！」 
. . . 。
（14）  a 設計図を詳細図にして送って！
 b 設計図を小サイズにして送って！
 c  現場から事務所に「詳細な図面を至急送ってくれ！」というつも
りで確認もせずにメールを送りました。30分後ようやく判別不
能までに縮小コピーされた設計図が FAXで流れてきました。
（15）  a 明日花見だ。
 b 明日は涙。























































「自嘲ユーモア」に関しては、Martin （2007: 13）は “Self-depreciation ̶ 
humorous remarks targeting oneself as the object of humor. Th is may be 
done to demonstrate modesty, to put the listener at ease, or to ingratiate one-

































































* 本稿は Nishimura （2012） Puns in Japanese computer mediated communication: 










4 SSTHの修正として、Attardoと共同で、より厳密な General Th eory of Verbal 
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